






要約:約 100 方の人口(約 1 万の年間出生)を一つの周産期医療圏と考えた周産期医療の中

核をなす総合周産期母子医療センターの今後のあり方を検討した。今年度はこの総合周産

期母子医療センターがその医療圏で有効に機能するためのハード面での指針として NICU

のフロアーブランを検討し、各地域での地域格差が少なくまたその整備が円滑に行える目

的でモデル案を具体的に示した。なお各部門の広さに関しては前年度までに行った厚生省

心身障害研究「ハイリスク児の総合的ケアシステムに関する研究」の中の「地域周産期医

療システムに関する研究」 (多田班)の基礎的資料に基づいて具現化した。


